
皆様からのご質問、お知りになりたいことを受け付けております。

ご意見やご質問は ityou@matsuchiyama.jp までメールをお送りください。

令和5年2月20日発行/No,375

2024年3月号

3月
行事予定

【寺務所にて受付中】     講金 2000円

朝まいり会

3月1日~7日　午前8時~8時半　会費：500円也
皆様と一緒に「大聖歓喜天礼拝作法」を読みます。

毎日参加できなくても１週間のうちで、ご都合のよろしい日にご参

加ください。

写経の会

3月10日（日）　午前10時・午後1時　会費：500円也

お経を一文字一文字丁寧に写すことにより仏様の功徳をいただけます。

僧侶より説明を受けながら坐禅の修行を体験できます。

足の悪い方は椅子でのご参加もできます。

事前に寺務所にてご予約ください。

坐禅の会

3月23日（土）　午前9時半~10時半　参加費：500円也

要予約

日曜勤行

3月10日（日）　午前9時　参加費無料
初心の方も気軽に参加いただけるお勤めの会です。

合同大般若法要

3月25日（月）　午前11時　法要料：5000円也
皆さんとご一緒にお上げする御礼の法要です。

ライブ配信のご案内
（配信QRコード）

御縁日法要・合同大般若法要のライブ配信

を行っております。

3月
行事予定

講中お申込みの方には

ストラップ付開運守を

お授けいたします。

【寺務所にて受付中】

講金 2000円    

かみ

今の季節の夜空には霞がかった美しいおぼろ月が見えます。

満月の神秘的な美しさは完全無欠な悟りの象徴であることを感じさせますが、この美しいおぼろ

月の霞みは密教では煩悩を表す場合もあります。

月は宇宙空間で見たならば常に完全な円形で見られると思います。しかし地球から見ると、おぼ

ろ月のように霞がかって見えたり、時には厚い雲に覆われてその姿が見えなくなることもありま

す。これは、ちょうど私たちの心にある煩悩が真実を見極める視界を曇らせたり遮ることによく

似ています。

実際に、私たちは景色や物体を見るとき、それを単にそのままの形、姿を見ているのでなく、目

に映ったものを脳が処理し、その時の気持ちや感情に左右されて重要と判断された物体に焦点を

当てて認識しています。

同じものを見ても、見る人やその時の心理状態によって見え方が変わるのはこのためです。

視覚だけでなく同じように五感全てが、大きな不安や過度な期待、執着、煩悩といった内面的な

要素によって影響を受け、私たちの認識を歪めます。結果として、都合の良い情報だけが目に入っ

たり、逆に不安なことばかりに焦点を合わせてしまうことで、まさに雲がかかったように真実が

見えなくなり、心願成就を妨げることがあります。

密教では、満月は真理、悟り、そして心の清浄さを象徴しています。

実際に密教の行者が浴油祈祷などの御祈祷の際にも、心の中で満月を観想する作法があり、心を

清浄にしてから御祈祷に臨みます。

また、満月が象徴する悟りや宇宙の真実は、大日如来を意味します。大日如来の究極の方便の姿

である聖天様に向き合うとき、心の中に満月を思い描いてみるのも良いかもしれません。

大聖歓喜尊天和讃にも「ただひたすらにこの天を 杖と頼みてゆく身には 心にかかるくももなし」

とあるように、煩悩の雲を払い清浄な心で聖天様と一体となることで、ちょうどおぼろ月のよう

に薄雲から悟りの心が顔を出し、より良い導きを受けられるでしょう。

婦人講
大正元年頃に老朽化した本堂の修繕のため、ご婦人が中心になって発足した伝

統ある講中です。

その後も震災、戦災の復興にも大いに貢献いたしました。

御信徒一人一人の力に支えられる当山の伝統を継承するためにも、ご婦人だけ

でなく男性の方も是非お申し込みください。

講中お申込みの方には

ストラップ付開運守を

お授けいたします。



「朝まいり会正五九法要」

１月１４日（日）朝まいり会百味法要を執行いたしま

した。

1月最終日の朝まいり会の後、多くの会員の方がご参

加される中執り行われました。

「節分会　報告」

２月３日（土）午後３時より節分会追儺式豆撒き法要を執行いたしました。

細川総代の「福は内！」の掛け声を合図に年男が本堂内、参道、神楽殿にて豆撒きを行い

ました。

５年ぶりに浅草寺一山法類住職４名の出仕のもと行われた法要は、天候にも恵まれ、例

年以上の参拝者が来山されました。

【年男御芳名（敬称略）】

細川好太郎、西川晃敏、竹中輝夫、岩崎顕悟、神﨑義己、久保田雅大、佐久間英一、

宮田忍、大野晃央、上嶋三千和、瀧政崇、上嶋聖人、飯塚実、吉田直人、齊藤浩章、

中山一雄

「百味講　報告」

１月２０日（土）、百味講法要を執行いたしました。

法要後、毘沙門天法楽を執行いたしました。

「お宮参り」

１月２４日、仲手川龍八くんのお宮参りを

行い、行者よりお加持を授かりました。

尊天様のご加護で健やかに成⾧されること

をお祈りしております。

◀ ご報告 ▶

6月15日（土）、茨城県方面の日帰りの信徒旅行を計画しております。

前回の日帰り信徒旅行は埼玉県の平林寺と氷川神社を参詣しました。

5年ぶりの開催となりますので、是非ご参加いただければと思います。

詳細は次号にてお知らせいたします。

２月４日、株式会社たけした事務所様の大般若法要を厳修いたしま

した。

株式会社たけした事務所様は毎年当山で厄除けを祈願する法要を

行っており、今年も200名を超えるお申し込みがありました。

仲手川龍八くん

元日から能登半島沖での地震から始まり二日も大きな飛行機事故が起こり、年始から多くの災

難に見舞われました。災害や事故で失った生活を取り戻し再起するためにはとてもつらく大変

で多くの時間も要すことでしょう。

筆者も正月の頭に大袈裟に転び足首を痛め、その後日ギックリ腰をやってしまいまさに「七転八

倒」の苦しみを味わいました。このような時こそ、「七転び八起き」の精神で、困難な状況に遭遇し

た際に立ち直る力を持つことが大事です。

失敗や挫折をただの終点にしてしまわず、新たなスタート地点と捉え、そこから学び成⾧するこ

とが重要です。過去の過ちや失敗から得た教訓は自身の強さや知恵とな

るでしょう。

「七」と言えば、仁王般若経には「七難即滅、七福即生」といって、七難が

ある時にこのお経を読めば、直ちに七つの福に変わるとあります。ま

た観音経にも観音様の力を念ずれば（念彼観音力）様々な難を滅

してくれるとあります。

今が辛く苦しい状況が続くと希望を見失いがちですが、その

先に必ず良い時がやってくると信じて一歩ずつ前に進んで

いけるようになるでしょう。（泉水）

能登半島地震のあと、寺務所にて設置しておりました義

援金募金箱に寄せられた６２４０９円を被災地に寄付い

たしました。ご協力いただきありがとうございました。

ご祈祷のご案内 
祈祷料  法要案内 

百味供養 法要料 八万円 

大般若法要 法要料 五万円 

自動車加持 法要料 壱万円 


